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定
時
制
の
灯

《
登
校
時
指
導
》

定
時
制
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
５
類
移
行
後
も

検
温
を
兼
ね
て
登
校
時
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
田
島
先
生
、
泉
先

生
を
中
心
に
登
校
時
の
生
徒
と
の

挨
拶
や
会
話
か
ら
生
徒
の
様
子
を

観
察
し
、
些
細
な
変
化
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
登
校

後
の
生
徒
も
集
ま
り
楽
し
い
雰
囲

気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

《
開
校
記
念
講
演
会
》
五
月
二
十
四
日(

金)

定
時
制
開
校
七
十
六
周
年
記
念
講
演
会
で
は
、
講
師
に
本
校
定
時
制
第
六

十
三
回
卒
業
生
、
清
水
有
紗
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
「
定
時
制
課
程
を
卒

業
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
中
学
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
失
敗
や
成
功
体
験
、

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
水
先
生
は
中
学

卒
業
後
、
佐
野
市
に
あ
る
私
立
高
校
に
入
学
し
た
が
、
中
途
退
学
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
校
定
時
制
課
程
に
入
学
し
、
学
び
直
し
を
始
め
ま
し
た
。

本
校
卒
業
後
は
、
県
内
の
自
動
車
整
備
士
学
校
へ
二
年
間
通
い
整
備
士
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
整
備
士
学
校
卒
業
後
は
株
式
会
社
ヤ
ナ
セ
へ
入
社
。
ヤ

ナ
セ
退
職
後
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
店
に
て
五
年
間
勤
務
し
た
後
、

現
職
の
群
馬
自
動
車
大
学
校
へ
入
社
し
ま
し
た
。
所
属
は
広
報
部
で
県
内
の

各
所
を
回
り
、
営
業
活
動
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
高
校
時
代
か

ら
「
仲
間
」
の
お
か
げ
で
今
の
自
分
が
あ
る
こ
と
。
仲
間
を
失
い
か
け
た
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
改
め
て
友
人
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
こ
と
。
ま
た
、

夢
・
希
望
の
実
現
に
向
か
う
行
動
力
、
自
身
の
努
力
、
そ
し
て
家
族
の
存
在

が
前
に
進
む
原
動
力
と
な
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
に
は
「
君
た
ち

に
は
可
能
性
が
あ
る
。
自
分
の
感
性
を
信
じ
て
努
力
・
行
動
し
よ
う
」
と
熱

く
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

講師・清水有紗先生

謝辞・生徒会長

《
授
業
公
開
》

五
月
三
十
一
日
（
金
）

保
護
者
対
象
の
授
業
公
開
を
開
催
し
ま
し
た
。
学

校
で
の
生
徒
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
数
少
な
い
機

会
で
す
。
ま
た
、
学
校
も
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
教

育
活
動
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
残
り
二
回(

十
一
月
二
十
二
日
、
一
月
十
七
日)

の

授
業
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
の

御
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
登
校
時
検
温
継
続
中
】
登
校
時
の
体
調
確
認
と
検
温
を
毎
日
行
っ
て
い
ま

す
。
校
内
で
マ
ス
ク
の
着
用
は
求
め
ま
せ
ん
。

ま
だ
梅
雨
入
り
し
て
ま
せ
ん
が
、
今
年
も
猛
暑
の
予
想
で
す
。
日
本
一
暑

い
地
域
で
暮
ら
す
生
徒
諸
君
、
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

《
生
徒
総
会
》
五
月
三
十
一
日
（
金
）

生
徒
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
長

の
挨
拶
後
、
生
徒
会
役
員
か
ら
昨
年
度
の
報
告

と
今
年
度
の
予
定
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
意
見
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
徒
の
主

体
的
な
活
動
に
な
る
よ
う
に
前
向
き
な
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
役
員
と
協
力
し
て
活
動
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

生徒会役員

生徒会長挨拶

《
こ
こ
ろ
の
教
育
事
業
①
》
六
月
十
四
日
（
金
）

１
年
生
対
象
の
『
人
間
関
係
づ
く
り
』
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
須
永

華
織
先
生
の
講
義
で
す
。
周
囲
の
人
と
良
好
な

人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

①
自
分
が
伝
え
た
い

こ
と
は
言
葉
に
し
て
伝
え

る
こ
と
、
②
相
手
の
話
を

き
ち
ん
と
聴
く
こ
と
の
２

点
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
頼
ら

ず
対
面
で
の
会
話
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
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◆
開
校
記
念
講
演
会

◆
生
徒
総
会

◆
こ
こ
ろ
の
教
育
事
業
等
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